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21年度指 標 名 称 単位

39,848,476

2,026,0001,955,000

23年度 24年度

利用人数 人

20年度 21年度 22年度

48,075,00035,963,00043,900,000

23年度 24年度

31,171,47630,272,000
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研修センター稼働率

５．施設の稼働状況等（活動指標）

35,892,269

47,072,000 39,747,000

27,761,223

58,857,000 38,677,000

51,759,728

1,577,819

40,890,999 33,488,723 44,112,301

0 4,359,0000

6,089,500 6,455,375 6,404,325

0 0 0

43,259,474 36,377,573

29,401,022

0 0 1,557,927 1,675,671

100.0 100.0 100.0

11,420

22年度

9

12,721 12,277

４．予算決算の推移

予
算

決
算

37,383,166

0 0

管理経費

収支

2,368,475 2,888,850

指 標 名 称

9

22.0

ものづくり工房 室

６．成果指標

目標値
（26年度）

委託料（22年度から）

その他収入

管理経費

委託料（22年度から）

その他収入

(1)委託事業
【サービス提供】登録団体への各研修室、会議室等の貸出
【事業者支援】　浅草ものづくり工房入居者への支援

革工芸教室・ＣＡＤ講座・語学教室・パソコン教室・太極拳教室等実施

３．事業（サービス提供）の概要

(2)自主事業

単位

％

(6)人員体制 産業研修センター所長　1名、事務職員　4名

(3)利用者 ①区内在勤、在住の者で構成する団体等　②浅草ものづくり工房入居者ほか

(4)開館日・時間
・開館日:①毎週月曜日 ②国民の祝日に関する法律に定める休日（月曜日の
  場合はその翌日）③1月2日、3日 ④12月29日から31日まで を除く毎日
・開館時間:9時から22時

(3)経営状況
基本財産の額　5億円　〔収入〕126,124,732円　〔支出〕112,343,824円
〔区返還〕11,355,224円　〔当期末残高〕45,757,277円

公益財団法人台東区産業振興事業団

旧館：昭和56年10月1日開設・延床面積 932.78㎡ RC造3階建 事業者支援施設(貸事務所
9室) 機械研修室　新館：昭和58年11月1日開設・延床面積 1,179.04㎡RC造4階建(4階橋
場老人福祉館併設) 会議室 研修室 皮革産業資料館兼図書コーナー

(1)所在地 台東区橋場１－３６－２

(2)設置目的
台東区の中小企業の振興及び勤労者等の福祉向上並びにものづくりに携わる事業者の育
成を図り、もって区内産業の活性化に寄与する

(1)業務内容

(2)類似施設の
　 管理実績

なし

指定期間 H23.4.1

１．指定管理者の概要

指定管理者の名称

(5)規模

平成25年度　指定管理者施設管理評価シート 文化産業観光部 産業振興課

H28.3.31

ものづくり工房稼働率

施 設 名 称

　台東区産業の経営基盤を整備し、区内中小企業の育成を図るとともに、中小企業勤労
者の福祉の向上を目的に、勤労者サービスセンター及び産業研修センターの運営を行
う。

２．施設の概要

利用料金収入

35.0 24.7

利用料金収入 3,172,000 3,784,000 6,423,000 6,440,000 6,651,000
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2：協定等の水準どおりである。
3：協定等の水準を上回っている。

(1)事業の運営

Ａ（適正）

Ｂ（一部課題あり）

0：協定等の水準を下回っている。
-：評価対象外項目。

評価の観点 評 価

1：おおむね協定等の水準だが課題がある。

(e)案内・接遇

(1)事業の運営

評 価 項 目評価の観点

(4)収入支出

［2］

［2］

７．平成24年度評価結果に対する現在までの取組み

平均 ［2］

［2］

(e)関係団体・地域との関わり

Ｃ（課題あり）

(b)苦情・要望への対応と報告

(c)利用者数の目標達成

［2.0］

［2.0］

９．評価

(b)経費縮減のための取組み

(a)適正な予算執行

Ｓ（水準以上） ：　協定等の水準を満たし、一部に水準を上回る内容がある。

：　協定等の水準を満たしているが、課題が複数ある。

：　協定等の水準を満たしていない。

［2］

［2］

［2］

［2］

(d)利用しやすい環境整備

［2］

［2］

(h)省エネ・省資源・環境配慮

産業研修センター運営委員会や利用者の意見を伺い、講座の見直しや
回数増、新規自主事業に取組み参加者の増加を図った。ものづくり工
房1期生には入居期限満了時に自立できるよう支援し、2期生には展示
会への出展・販路拡大等の支援を行っている。

Ｄ（水準未満）

：　協定等の水準を満たす管理が行われている。

説 明

［2］

［2］

Ａ

［2］

［2］

(g)業務委託の事前承認

１１．平成25年度評価結果に対する今後の対応

(4)収入支出 Ａ
利用件数及び利用者数、また、企業による利用も増加し、東日本大震
災の前年度（平成21年度）を上回り、利用料収入が増加した。また、
各講座、教室については、開催回数増や新規事業を企画し、前年度を
上回る数を確保し、収入確保に努めている。

良好　妥当　要努力　要改善　不適

妥当
協定等の基準に基づき事務処理を含め適正に管理されている。また、
浅草ものづくり工房では、24年11月に9社が卒業、6社が区内に定着す
るなど、ものづくり分野に携わる若手職人やクリエイターの育成を支
援し、地域産業活性化に努めている。

１０．総合評価

(2)施設の維持管理 Ａ
施設管理は、管理基準を基に点検等を実施しており、業務日誌や施設
利用者報告書等によって、区に適切に報告されている。清掃業務及び
夜間施設管理は、シルバー人材センターに委託し、効率的かつ適切に
実施している。

(3)利用者の満足度 Ａ
利用者アンケート調査や聞取りにより、施設利用や各講座に関する意
見・要望等の把握に努め、講座開催や施設運営に反映できるよう努め
ている。

　平成24年12月にものづくり工房に入居した第2期生には、自立支援を行うとともに、地域との連携・交流の
強化を図っていく。また、会議室の稼働率を高めるため、更に広報等を充実していく。講座等については、通
年実施となった事業の継続と、ニーズに対応した内容、サービス向上に努めていく。

［2］

［2］

(a)利用者・第三者機関の評価

［2.0］

平均

(d)施設の修繕

平均 ［2.0］

(3)利用者の満足度

(2)施設の維持管理

［2］(b)サービス水準

(a)施設の目的達成

８．評価項目

［2］

［2］

(f)管理記録の作成・保存

(e)危険箇所等の確認

(j)警備・防犯体制

(i)緊急時対応

［2］

(c)清掃・衛生管理

：　協定等の水準を満たしているが、一部に課題がある。

(g)自主事業の成果

(f)開館時間等の遵守

(d)利用料等の徴収・管理

(c)収支計画の達成

①入居期限満了時に自立できるよう支援に務めたことにより、第1期生9社（者）のうち6社（者）が活動の本
拠を台東区に置き、3社（者）が台東区近隣で事業活動を始めた。12月入居の第2期生9社（者）は、大型百貨
店催事への出展等の販路拡大を図っており、区内創業に向けた様々な支援を実施した。
②充実事業として、CADステップアップ講座を1回から2回へ、ワークショップを3回3日から5回5日へと回数を
増やした。また、新たに「革小物手づくり教室」を実施し、参加者の増を図った。

(a)建物保守・設備機器点検

(b)備品の管理

平均 (c)職員配置

［2］

［2］

［2］

(d)職員研修

［2］

［2］

［2］

［2］

(h)個人情報保護
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